
地域経済学 課題０

１．県内所得と県民所得の違いは何か？ 属地主義と属人主義の違い。

２．県民所得は、どのような主体に分配されるか？

３．内閣府の HP、http://www.esri.cao.go.jp/ で 県民経済計算 をクリックし、統計

一覧、平成 19 年度県民経済計算、主要系列の ４．県内総生産（支出側、名目）をダウン

ロードする。ワークシートは、平成 8 年度から平成 19 年度まで 12 時点ある。

「県内総支出」に占める「財貨・サービスの移出」の割合、「財貨・サービスの移入」の割合を

計算して地域間の開放度の高さの違いを比較せよ。また、異時点でどのように変化したかを検討

せよ。

A A

１ 埼玉県、岐阜県、鳥取県、佐賀県 ６ 山形県、富山県、京都府、徳島県、鹿児

島県

２ 青森県、千葉県、静岡県、島根県、長崎県 ７ 福島県、石川県、大阪府、香川県

３ 岩手県、東京都、愛知県、岡山県、熊本県 ８ 茨城県、福井県、兵庫県、愛媛県

４ 宮城県、神奈川県、三重県、広島県、大分

県

９ 栃木県、山梨県、奈良県、高知県

５ 秋田県、新潟県、滋賀県、山口県、宮崎県 ０ 群馬県、長野県、和歌山県、福岡県

A：学籍番号下一桁



３．回答例

図－１ａ 北海道

図－１ｂ 沖縄県

北海道は 2004 年度以降域際収支の改善傾向が見られる。そこでは、移入も増えてきているが、

それ以上に移出が伸びてきている。通常、移出が増えることは地域の経済活動が高まることを意

味しているので域内需要が増加し、その結果移入も増加するが、移出の伸び率の方が高い。おそ

らくこの期間は、北海道の経済成長率は高いはずである。しかし、成長率を調べてみると、図－

２からわかるように、全国値に比べても低い。そうすると、他の要因が考えられる。北海道は公

共事業に依存している地域であるので、域内総支出に占める公的支出の割合（の変化）を比べて

みる。確かに 2004 年度当たりから北海道の公的支出の割合は沖縄県に比べて減少幅が大きい
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が、・・・。

これに対して沖縄県は、北海道ほど域際収支は改善していない。1 人当たりの収支では、この 2

年間で沖縄県よりも北海道の方が低い赤字となっている。

図－２ 成長率(名目)の比較

図－３ 公的支出割合の比較
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